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議会の後期体制決まる
令和３年定例会５月特別会議

議
会
議
員
か
ら
選
任
す
る

町
の
監
査
委
員
は
内
田
孝
司

議
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。

内　
田　
孝　
司

監
査
委
員

篠
　
田
　
久
　
和

樋
　
口
　
房
　
次

ご
み
・
し
尿
を
共
同
処
理
す
る
、
本
町

を
含
む
３
市
３
町
の
一
部
事
務
組
合
の
議

会
議
員
（
定
数
22
名
）

城
南
衛
生
管
理
組
合
議
会

京
都
府
と
京
都
市
以
外
の
府
内
市
町
村

が
、
税
業
務
を
共
同
で
お
こ
な
う
組
織
の

議
会
議
員
（
定
数
32
名
）

中
　
野
　
ま
す
み

京
都
地
方
税
機
構
議
会

後
期
高
齢
者
医
療
の
事
務
処
理
を
お
こ

な
う
、
府
内
の
全
市
町
村
で
構
成
す
る
広

域
連
合
の
議
会
議
員
（
定
数
30
名
）

巽
　
　
　
悦
　
子

京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

町議会から選出する一部事務組合等の議会議員
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令和３年定例会５月特別会議を５月12・13日に開き、12日は町長から提出された一般会計補
正予算について審議し、可決しました。13日は議長・副議長をはじめ、議会運営委員会委員や、
今回から新たに設置した予算決算常任委員会を含めた各常任委員会委員、城南衛生管理組合
議会議員などの選挙や選出をおこない、後期の議会構成が決まりました。
また、町長から提出された議会選出の監査委員の選任同意についても原案のとおり同意しました。

※町議会では、議会人事を議員の任期（４年）を前期と後期に分けて、議会の体制を決めています。

今
年
度
か
ら
本
格
導
入

し
た
通
年
議
会
を
活
用
し

て
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
信

頼
さ
れ
る
議
会
と
な
る
よ
う

に
、
議
員
間
の
議
論
を
重
視

し
、
町
政
の
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

議
会
と
し
て
の
行
政

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
や
、

本
町
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向

け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
温

か
い
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議
　
長

副
議
長

中　
井　
孝　
紀

松　
本　
義　
裕



総
務
事
業
常
任
委
員
会

民
生
教
育
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

会
派
構
成
◎
は
代
表
者

委
　
員
　
　
議
長
を
除
く
13
名
の
議
員

岩
田
　
芳
一

篠
田
　
久
和

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

委
　
員

委
　
員

委
　
員

戸
川
　
和
子

島
　
　
宏
樹

松
本
　
義
裕

松
尾
　
　
憲

田
口
　
浩
嗣

巽
　
　
悦
子

広
報
、
行
財
政
、
防
災
、
消
防
、
農
商
工
業
、
道
路
、

河
川
、
都
市
計
画
、
上
下
水
道
な
ど
を
調
査
。

福
祉
、
保
健
、
介
護
、
戸
籍
、
子
育
て
、

環
境
、
清
掃
、
こ
ど
も
園
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
な
ど
を
調
査
。

各
種
予
算
・
決
算
の
内
容
を
審

査
、
調
査
。

本
会
議
や
委
員
会
な
ど
の
議
事

の
運
営
・
能
率
的
な
進
行
を
図
る
。

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

委
　
員

委
　
員

委
　
員

委
　
員

松
尾
　
　
憲

巽
　
　
悦
子

篠
田
　
久
和

松
本
　
義
裕

林
　
　
吉
一

樋
口
　
房
次

岩
田
　
芳
一

議
会
広
報
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
な
ど
、
情
報
公
開
に
努

め
る
。
ま
た
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
な

ど
を
通
じ
て
、
広
報
広
聴
活
動
に

取
り
組
む
。

５
月
13
日
現
在
の
会
派
構
成
を
紹
介

し
ま
す
。

会
派
と
は
、
議
会
内
に
結
成
さ
れ
た

主
義
主
張
を
同
じ
く
す
る
議
員
の
団
体

を
い
い
ま
す
。

町
議
会
で
は
、
２
人
以
上
を
会
派
と

し
て
認
め
て
い
ま
す
。

委員
松尾　　憲

委員長
林　　吉一

委員長
巽　　悦子

委員
篠田　久和

委員
芦田　祐介

委員
島　　宏樹

委員
内田　孝司

副委員長
樋口　房次

副委員長
田口　浩嗣

委員
中野ますみ

委員
松本　義裕

委員
岩田　芳一

委員
戸川　和子

会

派

に

属
さ
な
い
議
員

ネ
ク
ス
ト
く
み
や
ま

く
み
や
ま
　
み
ら
い

日
本
共
産
党
議
員
団

公
明
党
議
員
団

　
中
井
　
孝
紀

　
樋
口
　
房
次

　
松
尾
　
　
憲

　
芦
田
　
祐
介

◎
田
口
　
浩
嗣

　
内
田
　
孝
司

　
篠
田
　
久
和

◎
島
　
　
宏
樹

　
林
　
　
吉
一

　
松
本
　
義
裕

◎
巽
　
　
悦
子

　
中
野
ま
す
み

◎
戸
川
　
和
子

　
岩
田
　
芳
一
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新型コロナワクチン
接種関連予算増額

定
例
会
５
月
特
別
会
議
お
よ
び
定
例
会
６
月
会
議
で
は
、
町
長
か
ら

令
和
３
年
度
補
正
予
算
や
令
和
２
年
度
補
正
予
算
の
専
決
処
分
、
ま
た

条
例
改
正
な
ど
の
提
案
が
あ
り
、
慎
重
審
議
の
う
え
、
全
て
可
決
・
承

認
し
ま
し
た
。

５月
特別会議

定例会
６月会議

補正予算

新型コロナワクチン接種関連予算

〈５月特別会議〉934万円

〈６月会議〉7078万円

ワクチン接種にかかる費用や集団接種会場（京都岡本記念
病院）において必要となる物資や看護師費用などを計上。
費用は国からの全額補助。

・集団接種会場のテント借上げ、設置など

・ワクチン接種費用（12歳以上）
・64歳以下のワクチン接種券の郵送、ワクチン輸送
・集団接種会場のテント借上げ（期間延長分）、会場スタッフなどの運営、
会場に従事する看護師費用など

8012
万円



みまきこども園整備工事

　こども園本園・分園の施設一体化のため、
新築園舎棟、既設園舎改修工事をおこなう。
契約金額　１億9789万円
契約業者　（株）大安組

どのような施設になるのか。
広く芝生を使用するなど、子どもたち
が緑に親しめる施設を考えている。A

Q

条
例
改
正

人　
　
事
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子育て世帯生活支援
特別給付金
新型コロナの影響が長期化する中、ひとり

親など低所得の子育て世帯に、児童一人あた
り５万円を支給。

申請が必要となる対象者の手続きは。
京都府および本町から該当者に個別に
周知するなど、対応していきたい。

1355
万円

中央公民館
解体事業
閉館した中央公民館を全世代・全員活躍ま
ちづくりセンターへ建て替えるため、内装や
外壁などの解体工事に着手する。

安全面を考えて、資材などの搬出経路
を役場庁舎西側のルートにしては。
搬出経路を検討した中で、庁舎南側か
らのルートを考えている。

1億7520
万円

AA
QQ

佐山排水機場施設更新工事
（第１期）
安定した排水機能維持のため、老朽化した
排水ポンプを更新する。
契約金額　３億4100万円
契約業者　（株）神鋼環境ソリューション大阪支社

更新ポンプの詳細は。
複数の会社が製作しているポンプから
選ぶ。契約後、町が材料承認してから
の受注生産となる。

A
Q

◆
澱よ

ど
川が

わ
右
岸
水
防
事
務
組
合
議
会
議
員
選
挙

袖
岡
　
英
次 

氏
（
新
任
・
大
橋
辺
）

八
木
　
　
孝 

氏
（
新
任
・
大
橋
辺
）

　

任
期
満
了
（
７
月
29
日
）
に
伴
い
、
新
た
に
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

　

任
期
は
４
年
で
す
。

◆
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
（
専
決
処
分
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
第
１
号
被
保
険

者
に
係
る
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
も
減
免

期
間
を
延
長
す
る
。

◆
監
査
委
員

川
﨑
　
隆
治 

氏
（
再
任
）

　

任
期
満
了
（
６
月
19
日
）
に
伴
い
、
引
き
続
き
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
４
年
で
す
。

◆
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　
（
専
決
処
分
）

　

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽
減
を
延
長
し
、

令
和
３
年
12
月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た
も
の
を
対
象
と
す
る
。

契約
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QQ A
久
御
山
し
み
ず
の
里
が
福
祉
避
難

所
と
し
て
設
置
さ
れ
る
が
、
対
象

者
は
。

介
護
認
定
１
・
２
の
方
を
想
定
し

て
い
る
。

避
難
す
る
場
合
、
町
か
ら
施
設
へ

受
入
れ
要
請
が
必
要
だ
が
、
自
ら

避
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

対
象
者
の
情
報
は
町
が
把
握
し
て

い
る
の
で
、
今
は
想
定
し
て
い
な

い
。
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
な
ど

も
含
め
て
、
京
都
府
に
相
談
し
て

い
き
た
い
。

地
域
の
雇
用
確
保
と
経
営
安
定
の

た
め
、
地
域
へ
の
就
職
を
支
援
す

る
就
域
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
事
業
は
、

専
任
者
を
設
置
す
る
の
か
。

団
体
と
契
約
し
、
担
当
者
２
名
が

専
任
さ
れ
、
ニ
ー
ズ
把
握
な
ど
活

動
の
集
約
を
お
こ
な
う
。

就
域
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

専
任
者
の
設
置
は

QA A

事業化検討パートナーの選定
３月27日に、まちづくり協議会では、

土地区画整理事業の計画案策定に向けて、
光亜興産株式会社・株式会社大林組共同
企業体を事業化検討パートナーとする覚
書の締結が承認された。

４月23日の覚書締結によって、地権者
の土地利用の意向に沿った事業計画案の
作成が具体化されることになる。

プロジェクト会議を設立
さらに、みなくるタウン第１期整備地

区推進プロジェクト会議を設立し、関係
権利者の意見調整や土地利用意向の集約、
進出企業の誘致など、事業推進体制を構
築しながら、土地区画整理事業準備組合
設立に向けた準備を進めていく。

新
た
な
福
祉
避
難
所
の
設
置

受
け
入
れ
方
法
は

企
業
訪
問
の
選
定
方
法
は
。

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
訪
問
を
希
望

し
て
い
る
２
０
０
社
に
対
し
、
６

～
９
月
の
間
で
順
次
訪
問
を
予
定

し
て
い
る
。

５
～
10
名
の
雇
用
確
保
を
目
指
し

た
い
。

QA

今年度の実施事業と取り組み
〈産業立地促進ゾーン〉

・まちづくり協議会の支援業務
・クランク部の交差点改良工事
・基幹道路の整備に伴う委託業務

〈住街区促進ゾーン〉
・住街区促進ゾーン整備検討業務
・アドバイザリーボード（※）の設置
・住街区づくりサロンの開催

※アドバイザリーボードとは、有識者や地権者
　代表などと、意見交換や助言をおこなう会議

福祉避難所となる久御山しみずの里

新市街地（みなくるタウン）整備事業
休会中の事務調査　４月26日

土
地
区
画
整
理
事
業
の
準
備
組
合

設
立
に
向
け
て
進
め
る

総
務
事
業
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

６月17日
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１日115トンの可燃ごみを焼却
クリーンパーク折居は、城南衛生管理

組合（※）の施設で、平成30年３月に完成し、
４月から稼働している。

この施設は、設計・施工、運営を一括
して民間事業者に委託するDBO方式を
採用している。

焼却能力では、２炉設置し、１日115
トンの可燃ごみを焼却できる。

週５日約76台の収集車がごみを搬入
収集されたごみを受け入れるプラット

フォームの受け入れ口は４カ所あり、主
に宇治市、久御山町のごみを受け入れ、
週５日で約76台の収集車がごみを搬入。

また、ごみを一時的に留置する「ピッ
ト」では、約５日間分のごみを留置できる。

QA

A

撤去するテント支柱

Q
日
よ
け
テ
ン
ト
支
柱
を
撤
去
す
る

と
い
う
が
、
プ
ー
ル
見
学
者
は
ど

こ
で
見
る
の
か
。

プ
ー
ル
見
学
者
は
暑
い
の
で
難
し

い
た
め
、
学
校
側
と
調
整
し
た
。

覆
い
が
つ
い
て
い
な
い
た
め
、
使

用
し
て
い
な
い
。
見
学
は
、
天
候

に
も
よ
る
が
体
調
の
悪
い
時
は
教

室
内
に
て
休
ん
で
い
る
。

コンピューター制御で安全・効率的
各々の機器を集中管理している中央制

御室では、運転員が24時間監視し、コン
ピューター制御により、安定かつ効率的
に施設の運転をおこなっている。

中
学
校
プ
ー
ル
サ
イ
ド

亀
裂
箇
所
補
修
は

東
角
小
学
校
フ
ェ
ン
ス
改
修

安
全
面
の
配
慮
は

プ
ー
ル
の
内
側
が
ク
ラ
ッ
ク
（
亀

裂
）
で
水
漏
れ
が
あ
る
と
聞
い
て

い
た
が
、
そ
れ
と
は
違
う
の
か
。

プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
鉄
筋
が
入
っ
て

な
い
部
分
の
へ
こ
み
を
補
修
し
た

後
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
全
面
に
塩
ビ

シ
ー
ト
を
貼
る
。

QA
改
修
に
至
っ
た
理
由
、
安
全
面
は
。

台
風
に
よ
る
東
面
側
の
傾
き
を
確

認
し
た
。

通
学
路
側
で
あ
る
た
め
、
優
先
的

に
実
施
す
る
。

夏
休
み
に
工
事
を
す
る
が
、
始
業

式
に
間
に
合
う
よ
う
完
了
し
た
い
。

そ
れ
以
外
の
面
の
状
況
は
。

南
側
の
フ
ェ
ン
ス
は
、
防
球
ネ
ッ

ト
と
二
重
に
な
っ
て
い
る
が
、
順

次
点
検
し
検
討
す
る
。

QA

クリーンパーク折居を視察
休会中の事務調査　４月27日

久
御
山
町
と
宇
治
市
の
可
燃
ご
み

１
日
１
１
５
㌧
を
処
理

民
生
教
育
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

６月21日

（※） 城南衛生管理組合とは…宇治市、城陽市、
八幡市、久御山町、宇治田原町、井手町で
構成し、現在、人口36万4,628人のごみ・し
尿を共同処理している団体
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全 議 案 の 採 決 結 果

５ 月 特 別 会 議 ・ ６ 月 会 議

■賛否が分かれた議案	 〇＝賛成　×＝反対
（注）表中の〇及び×は、〇＝賛成討論、×＝反対討論をおこなっています。　　　　　　　

公明党 共産党 くみやま
みらい

ネクスト
くみやま

会派に
属さない議員

議案／議員 岩
田
　
芳
一

戸
川
　
和
子

中
野
ま
す
み

巽
　
　
悦
子

松
本
　
義
裕

林
　
　
吉
一

島
　
　
宏
樹

篠
田
　
久
和

内
田
　
孝
司

田
口
　
浩
嗣

芦
田
　
祐
介

松
尾
　
　
憲

樋
口
　
房
次

中
井
　
孝
紀

結
　
果

条例 町税条例等一部改正の専決処分の承認 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 承認
人事 監査委員の選任同意（川﨑隆治氏を選任） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ × × ○ ※ 同意

契約 久御山町立みまきこども園整備工事請負
契約の締結 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決

※中井議長は、賛否同数以外は採決に加わりません。

■全員賛成で可決・承認等をした議案

２年度
補正予算

一般会計（第12号）の専決処分の承認
国民健康保険特別会計（事業勘定）（第４号）の専決処分の承認
介護保険特別会計（第５号）の専決処分の承認
後期高齢者医療特別会計（第４号）の専決処分の承認

３年度
補正予算

一般会計（第１号）※（第２・３号）
国民健康保険特別会計（事業勘定）（第１号）
三郷山財産区特別会計（第１号）

人事 監査委員の選任同意（内田孝司氏を選任）※

条例

都市計画税条例一部改正の専決処分の承認
介護保険条例一部改正の専決処分の承認
町税条例一部改正
ふれあい交流館ゆうホールの設置及び管理に関する条例一部改正
総合体育館条例一部改正
公民館条例廃止

契約 佐山排水機場施設更新工事（第１期）請負契約の締結
※は５月特別会議で上程された議案

令和２年度補正予算（専決処分）
区分 補正額 補正後の額

一般会計（第12号） ▲２億6849万円 96億6748万円

特別
会計

国民健康保険
  〈事業勘定〉
 （第４号）

▲１億69万円 19億1347万円

介護保険
 （第５号） ▲300万円 14億8254万円

後期高齢者
医療

 （第４号）
▲1344万円 2億8395万円

令和３年度補正予算
区分 補正額 補正後の額

一般会計（第１・２・３号） 2億9431万円 78億4831万円

特別会計

国民健康保険
  〈事業勘定〉
 （第１号）

30万円 18億6820万円

三郷山
財産区

 （第１号）
1645万円 2085万円

＊万円未満は四捨五入（▲＝減額）

聞
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９議員が
登壇

定例会の映像配信
久御山町議会ホームページから生中継
と録画映像がご覧いただけます。

議会だより・会議録はこちら

久御山町議会 検索

一括
質問 議員の質問時間の制限はなく、質問回数は２回まで。
一問
一答 一つの事項を深く掘り下げて何度でもできる。議員の質問時間は30分以内。

こ
こ
が

き
た
い

聞

一
質
般
問一般質問では、行政全般について町長などに質問しました。

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

篠
しの
田
だ
　久
ひさ
和
かず
	議員 ①ヤングケアラー 一括

質問 P10

林
はやし
　　吉

よし
一
かず
	議員 ①防犯対策

②災害対策
一問
一答 P11

田
た
口
ぐち
　浩
こう
嗣
じ
	議員 ①防災

②教育
一問
一答 P12

芦
あし
田
だ
　祐
ゆう
介
すけ
	議員

①教育委員会の体質
②野村村東の騒音等＊
③山城人権ネットワーク推進協議会

一問
一答 P13

松
まつ
本
もと
　義
よし
裕
ひろ
	議員 ①教育関連施設のトイレ整備

②歩行者及び自転車専用通路の安全対策
一問
一答 P14

戸
と
川
がわ
　和
かず
子
こ
	議員

①新型コロナウイルスの現状
②新型コロナウイルスワクチン接種等
③奨学金返還支援事業

一問
一答 P15

松
まつ
尾
お
　　憲

あきら
	議員

①中央公園整備
②官民連携の考え方
③中学校校舎外壁タイル工事のその後

一問
一答 P16

中
なか
野
の
ますみ	議員

①コロナ禍の中での支援策
②適格請求書（インボイス）
③新市街地（みなくるタウン）

一括
質問 P17

巽
たつみ
　　悦

えつ
子
こ
	議員

①コロナ禍における感染拡大防止と支援
②今後の水道事業の方向性＊
③全世代・全員活躍まちづくりセンター

一問
一答 P18

＊印の質問事項は紙面の都合上掲載しておりません。録画映像をご覧ください。
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ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
背
景
に
は
少
子

高
齢
化
や
核
家
族
化
な
ど
の
要
因
が
あ

り
、
家
庭
内
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
内
容
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
表
面
化
し
に
く
く
、

そ
の
把
握
は
難
し
い
。

学
校
で
は
、
要
保
護
児
童
な
ど
の
早

期
発
見
に
努
め
て
お
り
、
児
童
生
徒
に

つ
い
て
町
の
要
保
護
対
策
地
域
協
議
会

に
お
い
て
情
報
共
有
し
て
い
る
。
要
保

護
児
童
な
ど
の
う
ち
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

と
考
え
ら
れ
る
児
童
生
徒
は
６
人
把
握

し
て
い
る
。

町
内
小
中
学
校
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

と
な
っ
て
い
る
子
ど
も
が
何
人
い
る
の

か
。 質

　
問

今
年
度
、
子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー

「
は
ぐ
く
み
」
を
開
設
し
た
。「
は
ぐ
く

み
」
で
は
地
域
の
全
て
の
子
ど
も
と
そ

の
家
族
の
相
談
に
対
応
し
、
地
域
の
資

源
を
有
機
的
に
つ
な
い
で
、
在
宅
支
援

を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

ヤングケアラーとは（HPより）

役場１階　子育て応援センター「はぐくみ」

篠田　久和 議員

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

教
育
委
員
会
で
は
、
早
期
発
見
の
方

法
は
ど
う
す
る
の
か
。

教
育
長
の
今
ま
で
の
経
験
か
ら
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
の
思
い
は
。

子
育
て
支
援
課
で
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

教
職
員
の
研
修
と
情
報
共
有
す
る
仕

組
み
づ
く
り
は
ど
う
す
る
の
か
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

学
校
の
教
職
員
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
特
性
を
理
解
し
た
う
え
で
、
日

ご
ろ
か
ら
子
ど
も
本
人
の
観
察
や
、
保

護
者
が
学
校
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
で
の
接
触
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る

子
ど
も
の
状
況
に
気
付
く
こ
と
が
、
早

期
発
見
・
把
握
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

こ
の
問
題
に
よ
り
生
じ
る
貧
困
や
虐

待
な
ど
の
不
適
切
な
養
育
は
、
世
代
間

で
連
鎖
す
る
恐
れ
が
高
く
、
そ
の
連
鎖

を
断
ち
切
る
た
め
に
も
関
係
機
関
が

し
っ
か
り
と
連
携
し
、
早
期
発
見
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
。

「
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
」
全

て
の
児
童
生
徒
が
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
を

は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
対
応

す
る
。

研
修
は
、
教
職
員
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
な
ど
相
談
担
当
の
職
員
、
さ

ら
に
こ
の
問
題
に
関
わ
る
福
祉
・
介
護
・

医
療
部
門
の
職
員
な
ど
が
正
し
く
理
解

す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
、
研
修
の
機

会
を
関
係
課
と
連
携
し
て
検
討
す
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
思
わ
れ
る
子
ど

も
を
発
見
し
た
と
き
は
、
迅
速
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
、
速
や
か
に
子
育
て
応

援
セ
ン
タ
ー
「
は
ぐ
く
み
」
と
情
報
共

有
を
お
こ
な
い
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

教
育
長

子
育
て
支
援
課
長

QA
小
中
学
校
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
子
ど
も
は
何
人

要
保
護
児
童
な
ど
の
う
ち

早
期
発
見
に
よ
り
６
人
把
握
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町内を流れる古川

防犯カメラ

犯
罪
の
未
然
防
止
を
目
的
と
し
て
、

防
犯
の
専
門
家
で
あ
る
警
察
署
員
と
現

地
を
確
認
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

犯
罪
の
未
然
防
止
に
有
効
な
箇
所
を

基
準
と
し
、
現
場
周
辺
を
同
行
確
認
の

上
、
選
定
し
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
有
効
性
に
つ
い
て
、

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

カ
メ
ラ
の
設
置
場
所
は
、
ど
の
よ
う

に
選
定
し
て
い
る
の
か
。

質
　
問

質
　
問

今
後
の
流
域
治
水
に
対
し
て
、
本
町

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

質
　
問

計
画
し
て
い
る
流
域
治
水
対
策
に
責

任
を
持
っ
て
取
り
組
み
な
が
ら
、

①
氾
濫
を
防
ぐ
・
減
ら
す
対
策
、

②
被
害
対
象
を
減
少
さ
せ
る
対
策
、

③
被
害
の
軽
減
、
早
期
復
旧
・
復
興
の

た
め
の
対
策
、
の
３
つ
を
軸
と
し
た
流

域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
向
け
、

今
後
も
引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
協
力

し
全
力
で
取
り
組
む
。

本
町
の
古
川
最
下
流
部
は
、
暫
定
計

画
流
量
で
あ
る
毎
秒
１
９
０
ト
ン
の
計

画
断
面
で
整
備
が
終
了
し
て
い
る
。
来

年
度
完
了
予
定
の
古
川
の
改
修
工
事
が

完
了
す
る
と
、
全
線
に
お
い
て
、
古
川

の
必
要
な
計
画
断
面
が
確
保
さ
れ
る
。

今
後
、
通
学
路
や
公
園
な
ど
も
視
野

に
入
れ
、
所
管
課
に
お
い
て
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
以
外
の
有
効
的
な
方
法
も
含

め
、
計
画
的
に
対
応
し
た
い
。

設
置
済
み
の
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

も
、
耐
用
年
数
経
過
に
よ
る
更
新
に
備

え
な
が
ら
、
現
在
は
一
方
向
し
か
撮
影

で
き
な
い
機
能
を
、
広
角
で
も
撮
影
で

き
る
も
の
に
変
え
る
な
ど
、
地
域
の
安

全
に
つ
な
が
る
よ
う
な
も
の
の
導
入
も

視
野
に
入
れ
、
対
応
し
た
い
。

通
学
路
や
公
園
へ
の
設
置
も
、安
全・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
必
要
と
考
え

る
が
。

質
　
問

今
後
予
想
さ
れ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
大

雨
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う

な
対
策
を
と
る
の
か
。

町
内
を
流
れ
る
古
川
に
お
い
て
、
上

流
の
城
陽
市
で
は
大
き
な
改
修
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
古
川
の
改
修
工

事
の
概
要
と
経
過
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

質
　
問

質
　
問

今
年
度
は
、
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
防

災
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
水
防
訓
練
を
７

月
上
旬
に
実
施
す
る
予
定
。ま
た
、ハ
ー

ド
対
策
と
し
て
は
、
都
市
下
水
路
の
安

定
的
な
排
水
能
力
を
維
持
し
て
い
く
た

め
、
今
年
度
か
ら
、
佐
山
排
水
機
場
の

老
朽
化
し
た
ポ
ン
プ
２
基
や
ゲ
ー
ト
な

ど
施
設
更
新
工
事
を
実
施
す
る
。

町
　
長

町
　
長

林　　吉一 議員

都
市
整
備
課
長

都
市
整
備
課
長

QA
防
犯
カ
メ
ラ
の
有
効
性
に

つ
い
て
の
考
え
は

犯
罪
の
未
然
防
止
を
目
的

と
し
て
対
応
し
て
い
く

QA
古
川
の
改
修
工
事
の
概
要

と
経
過
は

古
川
の
必
要
な
計
画
断
面

が
確
保
さ
れ
る

総
務
課
長

総
務
課
長
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府
教
育
委
員
会
は
Z
o
o
m
会
議
、

町
内
小
中
学
校
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が

高
い
T
e
a
m
s
を
使
い
試
み
て
い
る
。

今
年
度
、「
学
び
の
保
障
・
充
実
の

た
め
の
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
実

証
事
業
」
に
参
加
し
、
国
の
無
償
提
供

に
よ
り
活
用
を
始
め
、
視
覚
的
支
援
が

有
効
で
あ
る
と
学
校
か
ら
聞
い
て
い
る
。

今
年
度
末
に
、
教
育
効
果
や
課
題
な

ど
の
検
証
を
お
こ
な
う
予
定
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
先
生
同
士
の
会
議
が

開
催
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
Z
o
o
m

授
業
を
想
定
し
て
の
Z
o
o
m
会
議
は

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
か
。

全
国
小
中
学
校
で
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

の
実
証
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

町
教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

質
　
問

質
　
問

田口　浩嗣 議員

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

全戸配布された啓発チラシ

町の「LINE登録」募集中

国
が
、
避
難
の
判
断
情
報
を
大
幅
に

変
更
し
て「
避
難
勧
告
」を
廃
止
し
、「
避

難
指
示
」
に
一
本
化
し
た
。

６
月
１
日
号
の
広
報
く
み
や
ま
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
避
難
情
報
は
全
く
目
立

た
な
く
、
他
の
情
報
に
混
ざ
っ
て
見
落

と
さ
れ
る
。

新
た
な
重
要
情
報
な
の
で
、『
府
民

だ
よ
り
』
の
よ
う
に
重
要
な
情
報
は
カ

ラ
ー
刷
り
で
、
ま
た
別
紙
で
号
外
の
よ

う
に
周
知
で
き
な
い
の
か
。

今
年
度
か
ら
、
町
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活

用
し
た
情
報
発
信
を
開
始
し
た
が
、
内

容
や
、
現
在
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
者
数
、

最
終
的
に
登
録
者
数
の
目
標
設
定
は
。

ま
た
、
他
の
施
策
と
併
用
し
て
生
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

６
月
９
日
付
朝
刊
に
、
防
災
情
報
の

変
更
に
関
連
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
集
団
接
種
の
災
害
時
に
お
け
る
中
止

判
断
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

本
町
集
団
接
種
も
、
判
断
基
準
を
決

め
る
べ
き
で
は
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

記
事
が
カ
ラ
ー
刷
り
で
な
い
た
め
、

重
要
事
項
な
の
に
目
立
た
な
い
と
い
う

指
摘
を
重
視
し
、
内
閣
府
・
消
防
庁
が

作
成
し
た
啓
発
チ
ラ
シ
を
印
刷
、
６
月

15
日
号
の
広
報
と
共
に
届
け
た
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
公
式
L
I

N
E
で
も
、
引
き
続
き
情
報
発
信
す
る
。

警
報
発
令
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
を
無
駄

に
し
な
い
た
め
の
判
断
な
ど
、
難
し
い

選
択
に
は
な
る
が
、
中
止
の
判
断
基
準

は
、
震
度
５
以
上
の
地
震
の
発
生
、
特

別
警
報
や
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場

合
な
ど
と
し
て
い
る
。

総
務
課
長

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当
課
長

総
務
課
長

６
月
15
日
現
在
、
４
２
０
人
が
登
録
。

町
内
の
携
帯
電
話
を
お
持
ち
の
方
全
て

に
、
登
録
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

他
の
活
用
は
難
し
い
が
、
広
報
誌
と

異
な
り
、
今
後
、
動
画
な
ど
の
配
信
を

し
た
い
。

QA
重
要
な
情
報
は
カ
ラ
ー
刷
り

別
紙
で
で
き
な
い
か

指
摘
を
受
け
て
作
成
し
、

広
報
と
共
に
届
け
た

QA
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
つ
い
て

町
教
育
委
員
会
の
考
え
は

有
効
で
あ
る
と
聞
い
て
お
り

年
度
末
に
検
証
す
る
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教
育
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
部
長

こ
れ
ら
の
行
為
は
、
児
童
生
徒
へ
の

人
権
侵
害
だ
と
再
認
識
し
て
い
る
。

訓
告
は
、
制
裁
的
実
質
を
備
え
な
い

報
告
は
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
お

こ
な
う
必
要
が
あ
る
。
今
後
も
迅
速
で
、

適
切
な
報
告
を
し
た
い
。

府
教
育
委
員
会
に
取
材
を
お
こ
な
っ

た
と
こ
ろ
、
近
年
、
町
立
学
校
の
教
員

に
対
し
て
、
計
３
件
の
訓
告
措
置
が
な

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

２
年
連
続
、
児
童
生
徒
へ
の
不
適
切

指
導
に
対
す
る
訓
告
措
置
を
、
町
教
育

委
員
会
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
議
会
や
全
保
護
者
に

報
告
さ
れ
た
の
か
。

質
　
問

矯
正
措
置
で
、
職
員
の
資
質
向
上
と
職

務
改
善
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。

加
害
者
や
被
害
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
も
配
慮
が
必
要
な
の
で
公
表
せ
ず
、

議
会
報
告
も
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。

交
付
額
は
全
体
の
84
％
で
、
山
城
地

区
15
市
町
村
が
山
ネ
ッ
ト
に
分
担
金
を

支
払
い
、
山
ネ
ッ
ト
か
ら
解
放
同
盟
に

「
補
助
金
」
が
流
れ
て
い
る
構
図
で
は

な
い
の
か
。

山
ネ
ッ
ト
は
ト
ン
ネ
ル
団
体
で
、
実

質
的
に
は
解
放
同
盟
へ
の
「
隠
れ
た
補

助
金
」
で
は
。

強
制
加
入
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
脱
退
し
て
は
ど
う
か
。

質
　
問

平
成
25
年
、
民
生
教
育
常
任
委
員
協

議
会
で
、「
隠
ぺ
い
」や「
報
告
が
な
い
」

な
ど
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

反
省
は
、
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
は
、
教
職
員
と
の
仲
間

意
識
が
強
く
、
隠
ぺ
い
体
質
や
事
な
か

れ
主
義
だ
と
よ
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

町
教
育
委
員
会
に
も
隠
ぺ
い
体
質
が

あ
る
の
で
は
。
教
育
長
の
見
解
は
。

問
題
事
案
が
あ
れ
ば
、
学
校
長
か
ら

報
告
を
受
け
、
情
報
を
共
有
し
教
職
員

に
対
し
て
処
分
・
措
置
な
ど
を
厳
正
に

お
こ
な
っ
て
い
る
。

必
要
な
こ
と
は
議
会
に
報
告
を
し
て

お
り
、
指
摘
は
あ
た
ら
な
い
。

質
　
問

山
城
地
区
15
市
町
村
な
ど
に
よ
る
山

城
人
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会

（
山
ネ
ッ
ト
）
に
、
久
御
山
町
は
加
入

し
て
い
る
。
ま
た
、
運
営
資
金
は
、
ほ

と
ん
ど
が
公
金
で
あ
る
。

山
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
部
落
解
放
同

盟
山
城
地
区
協
議
会
（
以
下
「
解
放
同

盟
」）
に
、
人
権
啓
発
・
研
修
活
動
促

進
事
業
と
し
て
多
額
の
交
付
金
を
支
出

し
て
い
る
。
交
付
額
は
。

質
　
問

令
和
元
年
度
は
12
件
、
２
１
９
万
円

を
交
付
し
た
。

「
人
権
啓
発
・
研
修
活
動
促
進
事
業

交
付
要
綱
」
に
基
づ
い
て
お
り
、
解
放

同
盟
が
積
極
的
に
活
動
し
た
結
果
で
あ

る
。
適
正
に
執
行
し
て
い
る
。

山
ネ
ッ
ト
の
趣
旨
に
基
づ
き
加
入
し

て
い
る
。
人
権
問
題
解
決
の
た
め
、
15

市
町
村
で
行
動
し
て
い
く
。

芦田　祐介 議員

QA
町
教
育
委
員
会
に
隠
ぺ

い
体
質
が
あ
る
の
で
は

必
要
な
こ
と
は
報
告
し
て
お

り
、
指
摘
は
あ
た
ら
な
い

QA
部
落
解
放
同
盟
へ
の
「
隠
れ

た
補
助
金
」
で
は
な
い
か

適
正
な
執
行
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
認
識
は
な
い

【令和元年度人権啓発・研修活動促進事業の交付一覧】

交付先 交付数 金額（千円）

部落解放同盟山城地区協議会 12 2,192

長岡京市人権啓発推進協議会 ２ 329

京都やましろ農業協同組合 １ 27

NPO法人アウンジャ １ 49

全16事業／交付額 2,597
＊「山城人権ネットワーク推進協議会」資料より質問者作成
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洋
式
便
器
が
な
い
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
、
早
期
に
検
討
す
る
。

多
目
的
ト
イ
レ
で
の
設
置
を
検
討
し
、

必
要
性
に
つ
い
て
研
究
を
す
る
。

災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
利
用
す
る

事
な
ど
を
考
慮
し
、
改
修
を
検
討
す
る
。

町
内
の
３
小
学
校
と
中
学
校
の
ト

イ
レ
の
洋
式
化
率
は
、
合
わ
せ
て

42
・
６
％
。
８
年
前
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い

状
態
。

ト
イ
レ
は
心
の
教
育
と
考
え
る
。

子
ど
も
た
ち
の
重
要
な
生
活
空
間
で

あ
り
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
が
必
要
で
は
。

生
活
様
式
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
、

質
　
問

質
　
問

毎
年
度
初
め
に
、
各
学
校
か
ら
通
学

路
の
危
険
箇
所
の
報
告
が
あ
り
、
報
告

に
基
づ
き
、
教
育
委
員
会
職
員
が
現
場

の
確
認
を
し
、
把
握
に
努
め
て
い
る
。 トイレの洋式化を!!

カラー化される横断歩道（新開地五差路）

松本　義裕 議員

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

都
市
整
備
課
長

事
業
建
設
部
長

東
角
小
学
校
体
育
館
男
子
ト
イ
レ
は
、

大
便
器
が
和
式
１
つ
の
み
。

体
育
館
は
、
体
育
や
学
校
行
事
、
災

害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

東
角
小
学
校
体
育
館
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

子
ど
も
た
ち
の
生
活
空
間
で
あ
る
学

校
に
お
い
て
、
ト
イ
レ
の
改
修
も
含
め
、

建
て
替
え
お
よ
び
大
規
模
修
繕
に
向
け

前
倒
し
を
し
て
で
も
早
急
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
が
。

１
カ
所
の
ト
イ
レ
に
１
つ
は
温
水
洗
浄

便
座
に
す
る
必
要
が
あ
る
が
。

通
学
路
で
あ
る
新
開
地
の
五
差
路
は
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
登
下
校
時
に
利

用
し
た
り
、
多
く
の
歩
行
者
や
自
転
車

が
走
行
す
る
中
、
工
業
専
用
地
域
で
あ

る
た
め
、
大
型
車
両
や
、
通
行
車
両
も

多
く
、
危
険
箇
所
の
一
つ
で
あ
る
。

五
差
路
の
横
断
歩
道
の
カ
ラ
ー
化
は
、

早
急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
が
。

通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

久
御
山
町
内
に
お
い
て
、
カ
ラ
ー
化

さ
れ
て
い
る
横
断
歩
道
は
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

温
水
洗
浄
便
座
の
導
入
も
視
野
に
入

れ
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
衛
生
環
境

の
改
善
を
進
め
る
。
前
倒
し
も
視
野
に

入
れ
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
る
。

各
学
校
付
近
の
通
学
路
に
関
す
る
箇

所
で
８
カ
所
。

当
該
箇
所
の
横
断
歩
道
の
カ
ラ
ー
表

示
に
取
り
組
む
。

町
　
長

QA
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

が
必
要
で
は

洋
式
便
器
に
つ
い
て
は

早
期
に
検
討
す
る

QA
新
開
地
の
五
差
路
の
カ
ラ
ー

化
は
、
早
急
に
対
応
が
必
要

当
該
箇
所
の
横
断
歩
道
の

カ
ラ
ー
表
示
に
取
り
組
む
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感
染
者
へ
の
対
応
は
原
則
京
都
府
で

お
こ
な
う
の
で
、
本
町
住
民
個
々
の
療

養
状
況
に
つ
い
て
は
、
情
報
提
供
さ
れ

て
い
な
い
。

個
人
の
情
報
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い

る
の
は
、
感
染
者
の
住
所
・
氏
名
な
ど

と
感
染
経
路
だ
け
で
あ
る
。

医
療
機
関
の
先
生
方
に
予
約
接
種
の

前
倒
し
や
、
集
団
接
種
へ
の
誘
導
を
す

る
な
ど
し
て
、
７
月
末
ま
で
の
高
齢
者

接
種
の
完
了
に
向
け
、
努
力
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
就
域

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
活
用
し
、
本
事
業
に

対
す
る
声
を
聞
く
な
ど
、
企
業
と
の
連

携
を
強
め
て
い
く
。

人
口
減
少
対
策
、
定
住
促
進
は
喫き

っ

緊き
ん

の
課
題
で
あ
る
の
で
、
そ
の
効
果
な
ど

を
参
考
に
し
、
検
討
を
進
め
る
よ
う
に

担
当
部
署
に
指
示
を
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
本

町
の
現
状
は
。

特
に
入
院
中
の
方
、
ホ
テ
ル
な
ど
で

療
養
治
療
さ
れ
て
い
る
方
、
自
宅
療
養

さ
れ
て
い
る
方
の
人
数
は
。

学
校
の
教
師
な
ど
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

日
本
学
生
支
援
機
構
に
よ
る
と
、
返

済
が
必
要
な
貸
与
型
奨
学
金
の
利
用
者

は
約
１
２
９
万
人
で
、
学
生
の
２
・
７

人
に
１
人
が
利
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
卒
業
後
の
返
還
額
は
平
均
す

る
と
、
一
人
あ
た
り
年
間
約
20
万
円
で
、

返
還
者
の
約
７
％
が
延
滞
し
て
お
り
、

返
還
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。

京
都
府
と
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
２
分
の

１
ず
つ
補
助
を
す
る
京
都
府
就
労
・
奨

学
金
返
済
一
体
型
支
援
事
業
が
あ
る
。

制
度
導
入
企
業
の
増
加
に
向
け
強
化

す
べ
き
で
は
。

奨
学
金
返
還
支
援
事
業
は
、
教
育
負

担
の
軽
減
に
よ
る
子
育
て
環
境
の
充
実

に
よ
る
少
子
化
対
策
、
ま
た
、
人
材
の

育
成
・
確
保
な
ど
定
住
促
進
に
な
る
。

本
町
独
自
の
奨
学
金
返
還
支
援
事
業

の
考
え
は
。

産
業
課
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

戸川　和子 議員

国
で
は
お
お
む
ね
７
月
中
に
65
歳
以

上
の
高
齢
者
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え
る

よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

本
町
で
は
、
集
団
接
種
は
順
調
に
進

ん
で
い
る
が
、
個
別
接
種
が
遅
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
が
。

質
　
問

町
　
長

町
　
長

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
保
育

教
諭
・
養
護
教
諭
・
仲
よ
し
職
員
・
教

職
員
・
施
設
従
事
者
な
ど
）
に
つ
い
て

は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
る
懸
念
が

大
き
い
現
場
で
あ
る
の
で
、
優
先
順
位

を
考
え
接
種
を
検
討
し
て
い
く
。

町集団接種会場（京都岡本記念病院）

QA
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

本
町
の
現
状
は

住
民
個
々
の

情
報
提
供
は
な
い

QA
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
は

優
先
順
位
を

検
討
し
て
い
く

QA
本
町
独
自
の
奨
学
金
返
還
支
援

事
業
の
考
え
は

検
討
を
進
め
る
よ
う
に
担
当

部
署
に
指
示
す
る

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当
課
長

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当
課
長
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令
和
２
年
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
人
工
芝

全
面
張
り
替
え
に
約
１
６
０
０
万
円
、

毎
年
の
修
繕
費
用
は
約
80
万
円
、
管
理

費
用
は
年
間
約
２
０
０
０
万
円
。

実
験
な
ど
を
通
じ
利
用
者
の
声
を
聞
い

た
と
あ
る
が
、
既
設
の
運
動
施
設
利
用

者
の
声
が
少
な
い
の
で
は
。

駐
車
場
有
料
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
町
民
が
気
軽
に
集
う
場
に

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
事
業
性
を
含

め
今
後
考
え
る
。

施
工
箇
所
に
つ
い
て
は
、
目
視
に
よ

り
浮
き
や
剥は

く

離り

は
み
ら
れ
な
い
。

仲
裁
申
請
か
ら
３
年
が
経
過
し
、
今

年
３
月
に
14
回
目
の
審
査
会
が
開
か
れ

た
。
集
中
的
な
証
拠
調
べ
な
ど
審
議
が

進
ん
で
お
り
、
ま
だ
結
論
は
見
通
せ
な

い
状
況
で
あ
る
。

中
央
公
園
は
昭
和
53
年
供
用
開
始
以

降
43
年
が
経
過
し
て
い
る
。
施
設
の
老

朽
化
が
見
ら
れ
る
が
こ
こ
ま
で
の
改
修

工
事
と
、
毎
年
の
費
用
は
。

北
側
エ
リ
ア
の
整
備
で
、
ま
ず
は
駐

車
場
整
備
が
い
わ
れ
、
今
後
は
「
有
料

化
」
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
問

題
で
あ
る
。
利
用
者
の
声
を
も
っ
と
真

剣
に
聞
い
て
判
断
す
べ
き
で
は
。

「
ま
ち
の
に
わ
構
想
」
で
に
ぎ
わ
い

を
創
出
す
る
公
園
整
備
に
向
け
、
社
会

久
御
山
中
学
校
の
壁
面
タ
イ
ル
改
修

工
事
は
昨
秋
終
了
し
た
が
、
そ
の
後
の

状
況
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の
か
。

当
初
の
新
築
工
事
に
お
け
る
壁
面
タ

イ
ル
剥は

く
離り

に
つ
い
て
、
紛
争
審
査
会
に

か
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
経
過
は
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

松尾　　憲 議員

確
か
に
少
な
い
が
、
利
用
者
の
声
は

大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

ま
ち
の
に
わ
構
想
、
調
整
池
整
備
と

い
う
大
き
な
構
想
で
進
ん
で
お
り
、
代

替
施
設
は
、
木
津
川
河
川
敷
運
動
広
場

な
ど
含
め
協
議
調
整
し
て
い
く
。

公
共
施
設
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、

つ
く
り
な
が
ら
育
て
る
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
持
っ
て
整
備
し
て
い
く
。
中
央

公
園
の
整
備
は
、
政
策
形
成
過
程
で
あ

り
、
着
地
点
を
見
据
え
、
し
っ
か
り
と

進
め
て
い
き
た
い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
地
下
の
調
整
池
整
備
は

令
和
６
・
７
年
度
工
事
と
あ
る
が
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
利
用
者
の
声
を
聞
か
れ
た
の

か
。
工
事
期
間
中
の
代
替
施
設
は
。

「
ま
ち
の
に
わ
構
想
」「
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
構
想
」
の
『
官
民
連
携
』
に

よ
る
整
備
方
針
に
つ
い
て
、「
民
」
と

は
住
民
の
「
民
」
で
あ
る
。

住
民
の
声
を
し
っ
か
り
と
聞
き
、
住

民
と
と
も
に
物
事
を
進
め
、
つ
く
り
上

げ
て
い
く
こ
と
が
一
番
大
事
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

質
　
問

質
　
問

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

中央公園野球場

QA
官
民
連
携
手
法
、
住
民
の

声
が一番
大
事
と
思
う
が

「
つ
く
り
育
て
る
」
を
持
っ
て

整
備
し
て
い
き
た
い

QA
校
舎
壁
面
タ
イ
ル

修
繕
後
の
状
況
は

目
視
点
検
で
は

問
題
は
み
ら
れ
な
い

都
市
整
備
課
長

都
市
整
備
課
長

都
市
整
備
課
長

副
町
長

都
市
整
備
課
長
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今
年
度
か
ら
就
域
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

活
用
を
は
じ
め
、
産
業
振
興
計
画
に
基

づ
く
取
り
組
み
を
実
施
す
る
。

昨
年
の
マ
ル
久
持
続
化
応
援
金
で
は

７
９
７
件
、
２
億
４
６
５
５
万
円
を
給

付
し
て
い
る
。
今
年
度
も
町
独
自
に
、

水
道
料
金
４
カ
月
分
の
基
本
料
金
を
減

免
し
て
い
る
。

町
内
で
は
組
合
施
行
に
よ
る
土
地
区

画
整
備
事
業
が
３
カ
所
で
施
工
さ
れ
て

い
る
。
佐
山
土
地
区
画
整
備
事
業
で
は
、

約
10
億
６
８
０
０
万
円
、
南
大
内
土
地

区
画
整
備
事
業
で
は
、
約
５
億
４
７
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
各
区
域
に
お

け
る
整
備
手
法
や
事
業
計
画
の
作
成
に

伴
う
条
件
な
ど
が
異
な
る
の
で
、
施
工

実
績
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
各
区
域
の

制
度
は
、
消
費
税
の
納
税
に
際
し
て

課
税
売
上
高
が
１
０
０
０
万
円
未
満
の

免
税
事
業
者
に
、
適
格
請
求
書
を
発
行

す
る
た
め
課
税
事
業
者
と
し
て
登
録
す

る
必
要
が
あ
る
。
国
が
、
消
費
税
を
社

会
保
障
費
の
安
定
財
源
と
し
て
確
保
す

る
も
の
で
あ
る
。

今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
て
対
応

し
て
い
き
た
い
。

も
の
づ
く
り
の
町
と
し
て
、
一
層
の

支
援
と
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

新
市
街
地
整
備
の
総
事
業
費
予
算
が

報
告
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
が
、

開
発
事
業
費
は
い
く
ら
か
。

昨
年
実
施
さ
れ
た
町
独
自
の
マ
ル
久

持
続
化
応
援
金
を
、
減
少
し
た
売
り
上

げ
の
補ほ

填て
ん
な
ど
に
上
乗
せ
給
付
を
お
こ

な
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

２
０
２
３
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
よ
り
、
免
税
業
者

が
課
税
業
者
へ
の
転
換
圧
力
が
か
か
り
、

か
な
り
の
中
小
零
細
業
者
が
廃
業
に
追

い
込
ま
れ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、

認
識
し
て
い
る
の
か
。

こ
の
制
度
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ら
れ

る
の
は
、
商
工
会
議
所
、
そ
の
他
の
団

体
、
そ
し
て
自
治
体
で
あ
る
。
国
に
対

し
て
反
対
の
意
思
を
表
明
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
。

産
業
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

中野ますみ 議員

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
ま
ち
の
駅
ク
ロ

ス
ピ
ア
く
み
や
ま
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
。
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
、

民
間
企
業
と
の
調
整
に
努
め
る
。

森
南
大
内
地
区
の
開
発
が
い
ま
だ
に

進
ん
で
い
な
い
が
、
ど
う
認
識
し
て
い

る
の
か
。

質
　
問

事
業
計
画
案
が
具
体
化
し
て
い
く
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
事
業
費
が
確
定
し
て
い
く
。

事
業
建
設
部
参
事

事
業
建
設
部
参
事

QA
新
市
街
地
（
み
な
く
る
タ
ウ

ン
）
に
か
か
る
事
業
費
は

事
業
計
画
案
が
具
体
化
し
て

い
く
中
で
確
定
し
て
い
く

QA
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格

請
求
書
）
導
入
に
つ
い
て

消
費
税
を
社
会
保
障
の
安
定

財
源
と
し
て
確
保
す
る

インボイス（国税庁HPより）

QA
コ
ロ
ナ
禍
で
の
事
業
者

支
援
策
に
つ
い
て

産
業
振
興
計
画
に
基
づ
く

取
り
組
み
を
実
施
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町
内
の
小
中
学
校
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

以
前
か
ら
保
健
室
に
生
理
用
品
は
置
い

て
お
り
、
児
童
生
徒
が
必
要
な
時
に
養

護
教
諭
に
申
し
出
る
こ
と
で
生
理
用
品

を
無
償
で
配
布
を
し
て
お
り
、
相
談
し

や
す
い
環
境
が
で
き
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。

学
校
や
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
な
ど
へ

の
設
置
は
、
衛
生
面
や
管
理
面
で
、
不

安
な
要
素
が
あ
る
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
生
活
費
の
影
響
を
受
け
る
子
ど
も

た
ち
へ
の
配
布
に
重
点
を
置
き
、
町
防

災
用
物
資
備
蓄
の
生
理
用
品
も
活
用
す

る
。必

要
な
児
童
生
徒
に
行
き
渡
る
よ
う
、

対
応
を
考
え
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
の
生
理
の
貧
困
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
S
D
G
s
の
観
点
か
ら
も
重
要
。

生
理
用
品
の
学
校
や
公
共
施
設
の
ト

イ
レ
な
ど
へ
の
設
置
、
生
理
用
品
の
無

償
配
布
に
つ
い
て
聞
く
。

質
　
問

社
会
教
育
法
第
20
条
に
規
定
さ
れ
る

公
民
館
が
核
と
考
え
て
い
る
。

法
律
上
の
整
理
や
条
例
の
整
備
は
、

今
の
公
民
館
、
プ
ラ
ス
７
機
能
を
設
け

る
と
整
備
計
画
に
明
記
し
た
。

例
規
的
な
整
備
は
今
後
、
十
分
調
整

し
、
公
民
館
機
能
を
確
保
し
な
が
ら
他

の
機
能
を
付
随
さ
せ
て
い
く
と
い
う
条

例
上
の
整
備
は
必
要
と
考
え
る
。

大山崎町の引き換えカード
（HPより）

解体前の中央公民館

巽　　悦子 議員

学
校
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

大
事
な
の
は
、
気
兼
ね
を
し
な
く
て

も
よ
い
こ
と
。

公
共
施
設
で
は
、
ト
イ
レ
な
ど
に
引

き
換
え
カ
ー
ド
を
置
き
、
声
を
か
け
な

く
て
も
手
元
に
届
く
方
法
が
必
要
で
は
。

解
体
後
の
期
間
は
、
ど
の
よ
う
に
公

民
館
事
業
を
進
め
て
い
く
の
か
。

今
回
、
公
民
館
廃
止
条
例
が
提
案
さ

れ
て
い
る
。
次
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
事
業
は
、
公
民
館
事
業
か
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
、「
公
民

館
的
な
部
分
に
も
入
る
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。こ
の
こ
と
を
位
置
づ
け
た「
セ

ン
タ
ー
化
」
で
よ
い
の
か
。

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

役
場
に
と
い
う
意
味
と
思
う
が
、
衛

生
面
や
管
理
面
で
問
題
が
あ
る
の
で
、

す
ぐ
に
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

生
涯
学
習
の
活
動
の
場
を
一
層
確
保

で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

社
会
教
育
法
第
20
条
の
「
公
民
館
」

と
確
認
も
し
て
い
た
だ
い
た
。

「
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
は
、
こ
れ
ま

で
の
公
民
館
に
プ
ラ
ス
現
代
的
課
題
も

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
」
と
、
公
民
館

整
備
検
討
委
員
会
で
専
門
家
が
述
べ
ら

れ
た
。
こ
の
観
点
を
取
り
入
れ
た
公
民

館
に
し
て
い
き
た
い
。

副
町
長

QA
生
理
用
品
の
学
校
や
公
共

施
設
へ
の
配
置
は

影
響
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち

へ
の
配
布
に
重
点
を
置
く

QA
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
事
業

は
公
民
館
事
業
か

社
会
教
育
法
第
20
条
の

公
民
館
が
核
と
考
え
る

総
務
部
長

行
財
政
課
長
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ふ
れ
あ
い
、
か
た
り
あ
う
日
常

が
持
て
な
い
コ
ロ
ナ
禍
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
む
中
、
先
行
き
が
見

通
せ
な
い
毎
日
で
す
。

通
年
議
会
実
施
に
合
わ
せ
、
住

民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
お
聞
き
す

る
「
議
会
モ
ニ
タ
ー
」
制
度
を
始

め
ま
す
。

今
号
か
ら
新
た
な
広
報
委
員
で

議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
お
こ
な
い

ま
す
の
で
、
紙
面
の
充
実
を
図
り
、

発
信
力
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

松
尾　

憲

編
集
後
記

委 員 長 松尾　　憲
副委員長 巽　　悦子
委　　員 篠田　久和
 松本　義裕
 林　　吉一
 樋口　房次
 岩田　芳一
オブザーバー 中井　孝紀
　 （議長）

【広報広聴委員会】

〜久御山町議会災害対策会議〜

町長に「新型コロナウイルス感染
症対策に関する緊急要望」を提出

６
月
28
日
、
久
御
山
町
議

会
災
害
対
策
会
議
を
開
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
支
援
策
や
住
民

の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
・
要

望
な
ど
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

７
月
１
日
に
は
、
議
会
災

害
対
策
会
議
で
ま
と
め
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
関
す
る
緊
急
要

望
」（
右
記
）
を
町
長
に
提

出
し
ま
し
た
。

１年間お世話になります

『議会だより』５月号で、
議会モニターを募集しました

ところ、７名の方から応募をいただき
ました。ありがとうございます。

７月３日・６日に、議長から
委嘱書を交付しました。

１年間、いろいろな角度からの
ご意見をいただければと
思っています。

議会モニター７名が決定！

「緊急要望」の概要
＜生活支援・経営支援＞
・水道基本料金の減免継続をすること
・生活困窮者、特に学生や子育て世代への支援
・厳しい零細企業（フードトラック出店含む）への支援
・子ども一人当たり１万円のプレミアム商品券を支給
・プレミアム商品券の還元率「引き上げ」への支援
・高齢者の健康づくりの支援（自治会でのラジオ体操など）
＜ワクチン接種＞
・ワクチン接種は強制ではなく、努力義務であることを周
知徹底
・町職員の体制及びワクチンバンクの設置の検討
・職域集団接種の状況を調査し、支援すること
・町職員への過度な負担などを検証し、軽減に努めること
＜相談窓口の設置＞
・コロナ感染に関する相談窓口の設置
・コロナ陽性者の相談窓口を設置
＜認定こども園・小中学校の対応＞
・コロナ感染症について子ども間のいじめ防止の指導
・認定こども園休園の場合、一時保育施設などを確保
・コロナ陽性の乳幼児への病児・病後児保育の実施
・小中学校内の消毒は、抗菌コーティングや業者委託など
　をおこない、教職員の負担軽減を図ること
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街
道
歩
き
の
き
っ
か
け
は

町
広
報
誌
の
連
載「
ふ
る
さ
と
旅
日
記
」

70
歳
に
な
り
余
暇
を
生
か
し
た
い
と

考
え
て
い
た
時
に
、
四
戸
さ
ん
を
「
街

道
歩
き
」
へ
導
い
た
の
は
、
町
『
広
報

く
み
や
ま
』
連
載
の
「
ふ
る
さ
と
の
旅

日
記
」（
阪
部
五
三
夫
氏
執
筆
）
で
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
の
旅
日
記
」
に
は
、
久

御
山
町
の
林
、
東
一
口
、
佐
山
地
区
な

ど
の
先
人
た
ち
の
旅
日
記
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

林
村
庄
屋
の
田
中
定
信
さ
ん
が
助す

け

郷ご
う

嘆
願
の
た
め
、
淀
藩
主
21
代
稲
葉
正
邦

に
随
行
し
、
東
海
道
を
江
戸
へ
向
か
っ

た
記
録
「
東
海
道
中
記
」
編
。

明
治
初
年
ま
で
、
参
詣
は
修
行
の
妨

げ
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
た
頃
、
女
性

救
済
の
善
光
寺
を
目
指
し
た
、
東
一
口

の
山
田
里さ

と

さ
ん
た
ち
を
描
い
た
「
女
た

ち
の
善
光
寺
参
り
」
編
。

伊
勢
神
宮
参
拝
を
目
的
に
結
成
さ
れ

た
伊
勢
講
。
佐
山
村
伊
勢
講
の
奥
野
三

郎
兵
衛
さ
ん
た
ち
が
文
久
２
年
（
１
８

６
３
年
）
の
伊
勢
神
宮
参
拝
道
中
を
描

い
た
「
伊
勢
参
宮
道
中
記
」
編
。

最ゴ
ー
ル後

は
「
奥
の
細
道
」

月
1
回
ペ
ー
ス
で
歩
い
た
記
録
は
、

久
御
山
町
郷
土
史
会
報
に
「
私
の
旅
日

記
・
旧
東
海
道
五
十
三
次
を
歩
く
」
や

久
御
山
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
誌
「
年
輪
」

に
も
投
稿
し
て
い
ま
す
。

「
街
道
歩
き
」
が
再
開
し
た
ら
、
甲

州
街
道
の
続
き
か
ら
日
光
街
道
、
奥
州

街
道
に
入
り
、
ゴ
ー
ル
と
決
め
た
「
奥

の
細
道
」
の
終
着
・
大
垣
市
ま
で
歩
き

ま
す
。

　
　
　
　
　
（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
委
員
会
）

５
年
間
で
旧
東
海
道
、
旧
中
山

道
、
甲
州
街
道
を
歩
い
て
き
た
四

戸
さ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
社
の
企
画
ツ

ア
ー
が
中
止
の
た
め
、
松
尾
芭
蕉

の
「
奥
の
細
道
」
ル
ー
ト
を
目
指

す
「
街
道
歩
き
」
も
、
甲
州
街
道

で
ち
ょ
っ
と
小
休
止
。

自
分
流
・
街
道
歩
き
は
、
こ
れ

か
ら
も
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
…
。

〝
自
分
流
〟街
道
歩
き 

終ゴ
ー
ル着
は「
奥
の
細
道
」へ

郷土史会「郷土研究
第29号」より

このまち
このひと
このまち
このひと
No.31No.31

四
し

戸
のへ

 清
きよし

さん（75 歳）
（ミサワ林在住）

東角校区自主防災会連合会会長

表
紙
の
「
く
み
や
ま
」を
書
い

た
の
は
山や

ま
田だ

莉り

子こ

さ
ん
で
す
。

久御山中学校３年生
山田　莉子さん

中
学
校
で
は
吹
奏
楽
部
に
所
属

（
ク
ラ
ブ
活
動
）
し
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

1
年
生
の
時
、
初
め
て
手
に
し

た
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
。
帰
宅
後
も
自

宅
近
く
の
田
や
畑
に
囲
ま
れ
た
と

こ
ろ
で
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

し
か
し
今
は
、
後
輩
へ
の
指
導

と
い
う
役
割
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
た
め
、
学
校
の
休

業
、
各
種
発
表
会
の
中
止
、
修
学

旅
行
の
行
き
先
変
更
な
ど
、
つ
ら

い
経
験
も
し
ま
し
た
。

「
友
だ
ち
と
の
会
話
が
楽
し
い
」

と
山
田
さ
ん
。
つ
ら
い
時
こ
そ
、

友
達
は
最
高
の
理
解
者
で
す
！




